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教養部会教授　松田　憲治
1．研究活動

2．教育活動（教育実践上の主な業績）　　大学院授業担当　□有　■無
授業科目　法学

◆前期　　◆後期

工夫の概要 教材・資料等の概要

教科書を用いず、学生の興味関心のある
テーマを中心に、私法の概要を分りやす
い言葉を用いて説明することを心がけた。

各講義に際して配布する資料は、当日の
講義の主題、基本的事項の解説、関係条文、
関連する政治・経済の現状の解説で内容
構成を行い、わかりやすい表現を心がけ
た。

授業科目　日本国憲法

◆前期　　◆後期

工夫の概要 教材・資料等の概要

教科書を使用せず、各講義ごとに資料を
作成し、その内容に基づく授業を実施し
た。特に最新の政治・経済の動きを紹介し、
憲法の日常的役割の解説に重点を置いた。

各講義に際して配布する資料は、当日の
講義の主題、基本的事項の解説、関係条文、
関連する政治・経済の現状の解説で内容
構成を行い、わかりやすい表現を心がけ
た。

授業科目　教養講座（人間）

◆前期　　□後期

工夫の概要 教材・資料等の概要

長野県木曽郡木祖村をフィールドにした
体験学習。村の伝統産業の 1つである「櫛
引き」を体験させるとともに、現地の伝
統産業の実態の理解と、あらたな産業振
興の実際を担当者からレクチャーを受け、
伝統の文化・歴史のりかいと、現状の課
題を考えさせた。

◎共著

尾張藩社会の総合研究四編 2009． 9．20 清文堂 岸野俊彦編
研究組織「尾張藩社会研究会」による、研究
成果の四冊目。尾張藩社会という枠組みを用
い、総合研究という手法で尾張藩を介して近
世幕藩社会の在りようを研究する。担当章の
内容は、支藩研究の一助として奥州梁川に一
時期知行を有した松平出雲守家支配下の郷士
堀江与五右衛門家資料を用いて、同家の尾張
藩出入の経過と、尾張藩権威の地域的展開を
検討した。

愛知県史資料編 17近世 3
尾東・知多

2010． 3．30 愛知県 愛知県史編さん委員会
県史編纂委員会近世部会調査執筆委員として、
資料調査・史料選定・翻刻に参加。全十章の
うち、第一章支配と村・町、第九章海村の二
章を担当。
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3．学会等および社会における主な活動
愛知県史編纂委員会近世部会調査
執筆委員

1995． 7 より現在 愛知県史編纂事業にかかわり、近世資料編編纂の
ための資料調査に並びに資料編の刊行に参加。

地方史研究協議会愛知県委員 2006 年度より現在 愛知県委員として、地方史研究協議会の運営に参
加。




